
第２回 ＤＸくまもと創生会議
日時：令和３（２０２１）年３月１７日（水）

１５：００～
場所：知事応接室

１ 開会

２ 共同座長挨拶
熊本県知事 蒲島郁夫
九州旅客鉄道株式会社特別顧問 石原 進

３ 意見交換
テーマ「くまもとのＤＸのビジョンと具体策について」

４ 知事総括

５ 閉会



DXくまもと創生会議 メンバー
（順不同）

共同座長：石原 進 九州旅客鉄道株式会社特別顧問

（同） ：蒲島郁夫 熊本県知事

委 員 ：甲斐隆博 肥後銀行代表取締役会長

白石 隆 熊本県立大学理事長

髙畠宏一 株式会社ミライト・テクノロジーズ会長

永野芳宣 九州産業大学特命教授

山田清志 東海大学学長



第1回ＤＸくまもと創生会議での各委員の御意見

《目標や進め方に関すること》
◎日本一のデジタル県を目指す（石原座長、高畠委員）
◎県民利便性向上・生産性向上・行政の効率化（石原座長）
◎大きな方向性、コンセプトが必要（小林議員）
◎他県を引っ張るといった気概（高畠委員）
◎スピード感が重要。３年間で何をやるか（永野委員、甲斐委員）

《機運醸成や人材育成に関すること》
◎産官学一体となった取り組み（石原座長、小林議員）
◎ワーキンググループをつくる（行政ＤＸ、民間ＤＸなど）（小林議員）
◎デジタル人材育成と確保（石原座長、甲斐委員、山田委員）
◎175万県民の半数がＤＸに乗っかってくることが重要（甲斐委員）

《ＤＸの内容に関する提案》
◎全業種を対象とした最新クラウドサービスの勉強会、業種別勉強会、行政データのビジネス活用アイデアソン（小林議員）
◎産業別、企業別、学校別、生活者別などセグメンテーションして、３年間でどのレベルまで各主体が進めていくかの動機付けが必要（甲
斐委員）
◎独立したＤＸ（アプリ）とすべての経営体に共通するＤＸ（ＯＳ）。ＯＳについては県全体で共有化していこうという定義。（甲斐委
員）
◎熊本の強みを活かしたＤＸ（高畠委員）
◎東海大学では２０２２年から文理融合学部をつくる、熊本からＤＸ農業を発信したい。３月までにはまとめたい（山田委員）
◎県行政手続きのデジタル化・オンライン化のインパクト大きい（甲斐委員）
◎押印、対面等、行政手続オンライン化を阻むルールの見直し（小林議員）
◎オンライン行政サービスの導入、行政施設のスマホ予約対応とスマートロック導入（小林議員）
◎各市町村の帳票の標準化も含めたシステム標準化（甲斐委員）

第1回会議の委員からの御意見概要 ※敬称略

《まとめ》
◎第1回会議では、産学官一体となった取組みや県民参加の重要性に関する御意見があった。
◎また、様々な主体の具体的取組の促進に関する意見があった。

【知事総括コメント概要】

◎小林先生からきわめて適切な現状分析。バラバラ感、
様々な分野におけるバラバラ感をどう直していくか。

◎日本一のＤＸをつくってほしいというのが小林先生の
我々に対する期待。

◎石原座長からの取組みの遅れに関する明快な分析。Ｄ
Ｘに取り組むことによって熊本は伸びる可能性。
◎甲斐委員からの可能性は十分との意見。
◎委員の皆様からのタイムリーな御意見。

資料１



くまもとＤＸデザイン（仮称）（事務局作成たたき台）

◆産学行政の総力で取り組む◆前例にとらわれない新しい価値を創造する

◎人口減少、少子高齢化

→DXによる生産性の向上

◎民間・行政ともデジタル化の遅れ

■ ビジョン

■ DXの必要性・背景

『個の発想力を高め、デジタルを
活用した持続可能な地域社会を
創っていく』

『産業界、大学等、行政の主体的
取組と連携の促進による裾野の広
い取組みにしていく』

人材不足 低い生産性
新産業創出
の少なさ

◆熊本の強みを活かして取り組む

『熊本の強み・資源を活かし、熊
本の更なる発展につながる取組
みにしていく』

DXによる県民幸福量の最大化と新しいくまもと創造
～日本一のデジタル県をめざして～

知識・情報
不足

《「くまもとDX創生」の基本的考え方》

目指す姿

DXによる地域社会活動の革新を通じ、安全・安心・便利で創造性豊かなくまもとの実現を加速化する

持続可能な社会・経済活動の実現 災害からの創造的復興

・安全・安心・便利な社会の実現
・熊本への人の流れの創出

・新産業の創出
・産業の持続的発展 等

・新たなつながりによるスマートなまち
・地域の資源を生かした新たな仕事の創出 等
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くまもとＤＸデザイン（仮称）（事務局作成たたき台）

【九州の企業が感じるDXを進める際の課題】
・知識・情報・ノウハウの不足 27.5%
・作業する人材の不足 22.7%
（九州経済調査協会調べ 803社回答）

《県内産業界の提言等》
<熊本経済同友会（活動方針）>
◎デジタル・トランスフォーメーション（DX）を産
学官あげて推進することで、どのような環境下
においても事業を継続できる柔軟性と企業体
力をつける。
<熊本県情報サービス産業協会>
◎地元企業のＤＸ社会への適応推進
◎生活者目線のＩＴクロスイノベーションによる新
産業創出の推進
◎ＩＴ活用人材の育成・獲得と関係人口の拡大
<熊本県工業連合会>
◎コロナショックに対応した中小企業への支援
◎with/afterコロナにおける「人財」の確保及び
育成支援
<ＮＥＸＴ熊本>
◎withコロナにおける地域社会・コミュニティ再
生のためのＩＴ・ＩＣＴ利活用
◎Society5.0時代のデータ駆動型の地域社会を
担う人材の育成

戦略

・ICT技術を多様な分野に活用したスマートなまちづくりの推進

・県行政手続のオンライン化、市町村ＤＸの推進 など

・新事業・新産業育成

・産学行政のデータ利活用 など

■くまもとＤＸ運動（仮称）の展開
DXに産学行政の総力で「機運醸成・人材育成」、「安全安心便利で創造性の高いまちづくり」、「新たな価

値を創造する産業振興」の３つの柱で取り組む。

柱１ 機運醸成・人材育成

・産学行政のネットワークづくり

・民間企業・団体と県が連携した機運醸成や人材育成策の展開 など

柱２ DXによる安全安心便利で創造性の高いまちづくり

柱３ DXによる新たな価値を創造する産業振興

（参考）

※今回会議の御意見を踏まえて、デザインの詳細な検討については、産学行政の作業チームをつくって進めたい。
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自治体ＤＸ推進計画（総務省、令和２年１２月策定）の概要（抜粋）

計画期間：２０２１年１月から２０２６年３月まで
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【Strict Secrecy】                                               ２０２０年３月１７日 

「ＤＸくまもと」の推進について 

１. 目標 

     ＤＸにより豊かで活力に満ちた熊本県を創る 

２. 心構え 

⓵ＤＸとは、熊本県がめざす“未来の姿”を見据えた、“デジタルという手段”による社会、産業、生活の“根本的変

革”である。単なる行政の効率化でなはない。 

⓶デジタル化の外注丸投げは厳禁。システムベンダーによるブラックボックス化（囲い込み）や、汎用的なデジタ

ル化の枠組みに当てはめられること（既存デジタル化フレームの流用）等を避けるため、極力県自らが主導する。 

⓷そのために必要なものは以下の４つ。 

A) グランドデザイン（目指す姿とその実現手段を示す構想）の策定 

B) 大きな改革に向けた、知事のリーダーシップ 
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C) 行政職員と県民の積極的理解と参加 

D) 産学官民の連携、協力 

 

３. DX推進に向けた今後の取組み 

（１）グランドデザインの策定について ※上記 2.⓷A)に該当 

① 目的   

I.  県の経済発展・雇用促進 

II.  県民の利便性向上 

III.  行政の効率化 

IV.  ＳＤＧｓ（持続的な社会に向けた課題解決）への貢献 
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② 策定時の着眼点 

I.  機運の醸成 

 ・小さな成功の積み重ね（住民のデジタルリテラシーの向上） 

・産官民学協力によるシンポジウム、DX研修、メディア活用、等 

II.  行政デジタル化（デジタル活用による行政執行の本格的見直し） 

・３レス、県市町村 DX、その他高度情報化推進計画の具体化、等 

III.  デジタル人材の確保・育成 

  高校・専門学校・高専・大学、等学校でのデジタル教育の充実、企業等におけるデジタル人材育成（リカレ

ント教育）、等 

IV.  産業振興・雇用促進等の実現 

・大空港構想 Next Stage、UXProject、豪雨からの復興計画、等 
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V. ＳＤＧｓ（持続的な社会づくり）の推進 

・地域循環共生圏の実現、等 

③ 策定に向けたプロセス 

I. 熊本県の特徴や強味となる資源（歴史、自然、地勢、風 土、人財、大学、企業等）を生かし、一層の成長

を念頭に、ビジョン（熊本県の目指す未来の姿）を描出する。 

II. ビジョン実現に向けて解決すべき課題（短期・中長期それぞれ）を抽出整理する。 

III. “課題を解決する手段”として、デジタルの活用部分と方針（どこにどのようなデジタル変革を起こすべきか）

を具体化する。 

IV. 「熊本県の未来の姿をみすえたＤＸグランドデザイン」としてとりまとめる。 

④  グランドデザインの策定主体  

・ＤＸグランドデザインの策定、及びその実現に向けた意思決定は、「ＤＸくまもと創生会議」にて実施する。 
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（２）グランドデザインの実現に向けた、職員、県民、産学の理解と協力の重要性について  

※上記 2.⓷C)、D)に該当 

・グランドデザインはただ描くのではなく、そこに描いた構想を実現してこそ意味がある。そのためにはまず、DX

推進機運の醸成に注力し、職員、県民、産学の理解と協力を得ることが重要。 

・上述の「着眼点」に示した「行政デジタル化」、「デジタル人材の確保・育成」、「産業振興」という、 “行政 DX

の柱”ともいう言うべきものの実現は、これらの関係者の理解と協力があって初めて実現される。 
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４．本会議の今後の進め方 

 上述の内容を踏まえ、次のように進める。 

・創生会議にアドバイザーとしてＤＸ、地方創生の経験と知識とを持った 

人材（コンサルタント等）をオブザーバーとして参加してもらう。 

・会議を通してグランドデザイン描出、関係者（職員、住民、産業界等）の参加等の主要な課題を協議、それらの

課題解決方針等について、その場でアドバイスを受ける。 

・会議の結果を踏まえ、今後の外部人材の活用や実行機関（産学連携の協議会等）の設置等についての方針を

打ち出す。       

以上 
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＊ＤＸ                                                      

 日本経団連 

   ＤＸとは、デジタル技術でデータの活用が進むことによって、社会・産業・生活の在り方を根本から変えること。また、その革新に向

けて産業・組織・個人が大転換を図ること。 

 [出典] 経団連のホームページより 

 経済産業省  

企業が、ビジネス活動の激しい変化に対応するため、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサー

ビス、ビジネスモデルを変革すると共に、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。 

 [出典] ２０１８年、経済産業省の「ＤＸの定義」より 

 経済同友会 

   デジタルガバメントの発足を強く要望する。 

   デジタルマインドをリセットした人物が、リーダー経営者となることが必要である。 

   データの公共財化による価値創造が出来ることが必要。このため、公共性の高い企業（交通・通信・電力供給・物流など）は、デー

タを原則オープン化し、その他の部門でも社会的貢献としてデータをオープン化することが必要。 

   こうしたオープン化したデータを、自由に使える環境づくりが重要。 

   このような志向を持った企業が、資本市場で高い評価が得られるようになるのが、デジタル時代のガバナンスコードに成るべし。 

 （注）経済同友会のホームページより 

＊グランドデザイン 

 政府の諸政策、自治体の行政方策や都市計画、さらに企業の経営計画などにおいて、それぞれの「総体的構想」を指して使われるこ

とが多い。 （注）ウィキペディアより 

以上 
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〔参考資料１〕

熊本県の生産年齢人口（15～64歳）は、2010年～2040年の30年間で、
約7割まで減少する見込み

2040年には、2010年の
約7割まで減少

熊本県の年齢別人口推移

生産年齢人口の減少に伴う産業の衰退、県民所得の減少、及びそれらを踏まえた税収の減少と行政サービスの低
下を起こさないために、熊本県には行政DXの柱である「行政デジタル化」、「デジタル人材確保・育成」、「産業振
興」への一刻も早い着手、推進が求められている。
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〔参考資料２〕

「日本一のデジタル県くまもと」の実現に向けた取組みの全体像

 熊本県の未来の姿を見据えた独自の取組みと、政府の自治体DX推進計画との連携を並行して進め、「行政のデジタル化」、「デジ
タル人材の確保・育成」、「産業振興」の“ＤＸの三本柱」を並行して推進してこそ、「日本一のデジタル県くまもと」は実現する。

産業振興

DX推進機運の醸成

行 政

デジタル人材の確保・育成

住 民 産・学

理解と協力

行政デジタル化

「日本一のデジタル県くまもと」の実現
熊本県がめざす“未来の姿”の実現に向けた、デジタルを活用した社会、産業、生活の“根本的変革”

熊本県の未来の姿を見据えたDXグランドデザイン

自治体の情報システム標準化・共通化
マイナンバーカードの普及促進
行政手続きのオンライン化
AI-RPAの利用推進
テレワークの推進
セキュリティ対策の徹底

DX推進体制構築に向けた職員の育成、
外部人材の活用推進
学校等でのデジタル教育の充実
※本件は、文科省との連携も必要

総務省「自治体DX推進計画」と連携した取り組み

 住民のデジタルリテラシー向上
 企業等におけるデジタル人材育成支援  熊本独自の強味である産業（例：農業、

医療等）のDXによる持続的成長促進

 新事業・新産業の育成

 上記を踏まえたデジタル人材の雇用の受
け皿づくり

 その他、企業等のデジタルを活用した成
長施策等への支援

 熊本独自の、「DXによる安全安心便利
で創造性の高いまちづくり推進

熊本県独自で進めるもの

政府と連携して進めるもの



①産業生活の根本的変革、

単なる行政効率化ではない

②デジタル化の外注丸投げ厳禁

③グランドデザインの策定

④大改革に向けた知事のリーダーシップ

⑤行政職員・県民の積極的理解と参加

⑥産学官民の連携・協力

①県の経済発展・雇用促進
②県民の利便性向上
③行政の効率化
④ＳＤＧｓへの貢献

①機運の醸成（産官民学協力によるシンポジウム・ＤＸ研修、メディア活用等）
②行政デジタル化（デジタル活用による行政執行の本格的見直し）
③デジタル人材の確保・育成（デジタル教育の充実、リカレント教育等）
④産業振興雇用促進の実現（大空港構想Next Stage, UXProject、豪雨からの復興
計画等）

⑤ＳＤＧｓの推進（地域循環共生圏の実現等）

ＤＸとは、デジタル技術により社会・
産業・生活の在り方を根本から変える
こと。その革新に向けて産業・組織・
個人が大転換を図ること。

ＤＸにより豊かで活力に
満ちた熊本県を創る

第２回ＤＸくまもと創生会議

【くまもとＤＸとは】

【目標】

【心構え】

〔グランドデザイン策定〕

【方策】

①熊本県の特徴や強みとなる資源を生かし、熊本の未来の姿（ビ
ジョン）を描く

②ビジョン実現に向けて解決すべき課題を抽出し、デジタル活用
による変革計画を策定する

【着眼点】

【目的】 【的確なデジタル化実現のために】

①熊本県内からのＤＸ専門家による
協力（公募含む）

②外部専門家
（コンサルタント・コーチ）の活用
③熊本県内大学・産業界・県外大学の
協力

〔参考資料３〕



くまもとDXデザインに関する一考察

2021年3月17日
高畠宏一

安心・安全・便利で創造性豊かなくまもとの実現に向け、人々の幸福
（Happiness)の最大化を図るべく、熊本の強み・資源を活かした取組み
に関する一考察。

【実現個別テーマ案】
１. 防災DX ～幸福を減じる災害・病気（コロナ）対策等へのDX活用
２．魅力発信DX～国家的事業万博とのコラボ（熊本の魅力発信DX）

1



くまもとＤＸデザインのビジョン

2

1

３

2



県民の幸福度（happiness）に関する仮説

目的： 人々の幸福（happiness)の向上

手段： DX ＝ｆ（AI, IoT, BigData, ICT, ・・）
（要素関数的に上記要素を人それぞれに重きをもって解釈）

仮説： 人々のhappiness = 幸福 – 阻害要因
・人々のhappinessを最大にするためには、幸福を最大に、阻害要因をミニマムに。
・阻害要因となりうる①大災害、②病気（コロナ等）をDXでミニマム化することは
可能でありDXのテーマとなりうる。

・幸福の最大化のためにはDXが効果的。さらに人脈・文化・人情などアナログ的な
要素への再回帰（アナログトランスフォーメーション（AX））も寄与する。

■コロナ禍のもとDXにより都市・地方の制約なく勤務可能で、地方分散の効率化が現実的なものとなる。
■DXを使いこなすにはデータを扱う人材が重要です。歴史・文化、自然に恵まれた熊本の強みを活かし、
オール熊本の観点から人にチューニングした施策展開をしていくことでDXが進展した際に熊本の特徴と
実力がはっきり見えてくるのではないかと考えます。

3



防災DX (災害予測と避難／ウィルスに強い街）

コロナ対策
薬剤散布ドローン

施工管理
システム

AI・分析

洪水予測
システム

地震動速報
システム

データ
蓄積

統合基盤
システム

インターネット

スマート
インフラ

各種センサ、カメラ、端末、スマホなど

スマートポール

スマートメーター

ドローン設備点検・
画像解析

■IOTのセンシング機能NO.1都市を目指す。 《クラウド(他力）&DC（自力）、センシングシステム構築
データ分析・活用、統合基盤システム(ミニ都市OS)等》
地震や風水害などの災害対応（予測、発生時、発生後対策をより効果的なものに）➡別紙1-1,1-2,２

設備劣化
予測

データセンター／
サポートセンタ

レポート

1
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復旧再建

半日～
【２～３日は自分でしのぐ】

氾濫氾濫警戒警報 復旧再建

避難行動

地震

台風

豪雨

大雪

自
然
災
害

ほぼ
可能

ほぼ
可能

直下型

プレート型

火山噴火

ほぼ
可能

※人為災害：原発・爆破・サイバーテロ・暴動等

時間

地震直後２分～５分 ５分～１０分
【火の始末・出口の確保】 【我が家の安全確認】

地震
発生

地震発生～２分
【自分の身を守る】

レベル５
【氾濫発生】

レベル1-2～4
【氾濫警戒情報】

レベル１-１
【大雨洪水
注意報】

復旧再建警報

レベル１-１【大雨洪水注意報】

暴風雨警戒

レベル1-2～4【氾濫警戒情報】

被災

レベル５【氾濫発生】
大雨
洪水

平均
風速

やや強い風
10-15
（m/s）

強い風
15-20
（m/s）

非常に強い風
20-30
（m/s）

猛烈な風
30以上
（m/s）

予知

防災DX （災害と予知）

平常時

平常時

平常時

予知

予知

■災害種別と予知

5

困難

困難

別紙1-1 災害予知



別紙１-2 過去のデータに基づく被害予測例

6

静岡井川

梅ケ島

渡

大河内

静岡落合
日向

清沢

上河津

箕作

弥宜ノ畑

伊豆賀茂

安良里

妻良

南崎

杉川

熊切

原泉

森町三倉

春野

光明

西渡

竜山

大
嶺

天竜横山

熊

上阿多古
静岡渋川

奥山

白須賀

三ヶ日
都筑

村櫛
舘山寺

細江

伊左地

伊平

大藤

静岡
豊岡

気多

掛川
三笠

勝間田

萩間

川根

中川根

静岡
徳山

千頭

水窪

渡元

瀬戸谷

中藁科

岡部

上落合

和田島
由比

松野

柚野

上井出

猪之頭

須山

須走 用沢

箱根高原

丹那

初島

浮橋
大仁

修善寺大仁

青羽根
中伊豆

湯ヶ島

戸田

土肥

八木沢

蛇石

仁科

蔵田

伊久美

静岡笹間

坂部

金谷

庵原

小島

吉
川

御殿場神山

静岡西浦

高原

天城

佐久間

上朝

北五和

北沼上

韮山
高原

山梨

浅羽

引佐 中瀬

天竜

原谷

入出

御前崎

浜岡

相良
大須賀

八幡野

富戸

稲取

松崎
河津

伊豆山

熱海

宇佐美

静岡小山

大淵

富士岡

福田

新所原

伊豆
長岡

増楽舞阪

浜松

神久呂

白羽 芳川

中野町

向宿

竜洋

磐田
住吉

三方原

浜北

積志
袋井 榛原

掛川

藤枝

島田

焼津

大富

吉田町

兵太夫

大井川

用宗

服織

美和

静
岡

城北

三保
長沼

有度

静岡
大谷

清水

八幡

江尻

興津

平垣

富士宮

鷹岡

富士

御殿場

玉穂

高島
原

裾野

中土狩

函南中郷
沼
津
下香貫

北田町

伊東

川奈

下田

富士川

森町
一宮

比奈

伊達方

大長

牧之原

宍原

江ノ浦

三津

三浦

： 50～79件

： 80件以上

： 30～49件

： 10～19件

： 20～29件

小笠

大東

浦原

湖西

芝川

初倉

御宿

上野北山

新居

西伊豆

地頭方

朝比奈

都田

南伊豆

韮山

熱川

富士見台

鈴川

葉梨

賤機
南熱海

城東

菊川

浦川

森町
宮口

台風進路

21日15時

21日14時

21日16時

台風中心部より
30～40kmの距離に

故障が集中

中心気圧 955hPa
最大風速 40m/s

中心気圧 955hPa
最大風速 42m/s

中心気圧 957hPa
最大風速 40m/s

台風15号（ロウキー）
発生日時 9月13日21時
消滅日時 9月22日15時
最低気圧 940hPa
最大風速 50m/s

■ 故障完了処理件数
（2021年9月21～26日）

2011年 台風１５号[静岡]



別紙２ センシング/情報収集/DC

7

スマートオフィススマートハウス

ＡＩ/ソフト
DC

センサー

Iot × Ict （Eye＆Eye） MAP 【サービス】

動的

静的

I

o

T

NW

有線

無線

スマートタウン

行政(県・市・町・村)県民・市民 経済団体（商工会議所等）

ドローン

水位計

カメラ（防犯・交通・災害）

Wi-Fi

5G

EV・PHV

スマートメータ

DC

光

災害予測システム

ローカル5G

エネルギーマネジメントシステム(HEMS)

街灯LED

地域マイクログリッド
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魅力発信DX(熊本の本物（強み）の活用 ～自然、歴史、文化、人～)

■熊本は素晴らしい自然、歴史・文化をもち、また住まう人も魅力的である。
■コロナ禍のもとDXにより地域分散の良さが再認識され始めている今、DXにより 地域生活をより便利で
安心・安全なものとし、また、地域の魅力の発信を工夫することが重要。

■最大の眼目は、大阪・関西万博とのｘＲコラボ

《熊本の強さからのアプローチ》

・肥後もっこす

・小学生の躾のよさ
（田舎のあいさつ）

・PPK（ピンピンコロリ）
80歳定年の清和村文楽

出
身
者
の
郷
土
愛

細川氏の
永青文庫

・高校文化

天
然
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
水
道

阿
蘇

山

海

平
野

・水そのもの
・流れ
（位置エネルギー）

水資源

熊本 本物（強さ）MAP

（
立
石
）
オ
ム
ロ
ン
等

石橋

人地勢

歴史・文化

例示

2
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本物（魅力）発信DX （大阪・関西万博とのコラボ）

リアル熊本県 バーチャル熊本県
～AI・xRによる体感

古地図・景色

清正公の時代などタイムマシンツアー

熊本の今を発信

■リアルに溶け込んだもう一つのデジタル世界を構築し、熊本の魅力をベースに情報発信。
■言語、性別、年齢を意識せずに世界の人とコミュニケーション可能。
バーチャルなタレント、アーティスト、キャラ等が存在。熊本の魅力を発信すると共に音楽ライブショー等
の新たな楽しみを提供。若者自身が楽しみながら参画する形を指向。

３

9

過去へ

文化財鑑賞

リハビリ旅行体験

ショッピング 散歩



p. 1 

 

                                                        ２０２１年３月１７日 

九州産業大学特命教授 永野芳宣 

第２回ＤＸくまもと創生会議 

「ＤＸくまもと創生」の進め方 

目次  １  全国自治体のＤＸ取り組み状況 

          🔸全体の傾向 🔸主な特徴 

        ２  ＤＸ推進上の課題 

        ３  「データ文明」の時代 

        ４  「横ぐし」を入れる方策 

        ５  データで評価管理の重要性 



p. 2 

 

〔１〕 全国自治体のＤＸ取り組み状況 

🔸全体の傾向 

🔵４７都道府県が概ね３つのグループ 

Ａグループ（１７）➡知事がＤＸ推進本部長。リーダーシップ発揮を打ち出す。 

            ※１７のうち、１０は「行政デジタルガバメント」の方針。 

Ｂグループ（ ９）➡知事のリーダーシップと同時に、官民協調を打ち出す。 

Ｃグループ（２１）➡政府の動きを見極めながら、産官学民が協力しデジタルリ  

テラシー向上に努めている。 

🔵各都道府県市町村共に、今や「研修・イベント・シンポジウム等」 行政、金融

機関、情報通信事業者が主催（共催）し、ＤＸ機運醸成活動を実行し始めた。 



p. 3 

 

🔸主な特徴 

（１）自治体のデジタルガバメント創りへの動き 

🔵２０１０年にデジタル化法が制定されたが、漸く機運醸成し本格的に実行すべ

しという知事の方針が表れている。🔵但し、時間が掛かることを覚悟している。 

（２）全自治体で、ＤＸ時代への人材育成と確保が課題  

（３）ＤＸによる中小企業支援が、当面主目標（17府県） 

🔵背景に、人口減少・少子高齢化・後継者不足 

🔵行政と地元金融機関等とが協調し協力 

（４）「見える化方策(７県)」も特徴（出来ることから効果を出す） 



p. 4 

 

〔２〕 ＤＸ推進上の課題 

🔸「行政ＤＸ」推進は、１０年前政府の「デジタル社会への構築」方

針によって、明確化されているが、《殆ど実績が挙がっていない》。 

原因☛縦割り社会の「リアルな慣習（レガシー）」を引きずるため。 

🔸解決方法 

「組織の壁、利権の壁、伝承技術の壁」というレガシー（リア

ルな課題）を排除し、ＤＸ（バーチャル手段）を本格推進す

るには、デジタルの技法だけでは無理。 

🔸リアルな課題は、「リアルな対面手法」でしか解決出来ない。 

格言➭急がば回れ！ 



p. 5 

 

〔３〕 データ文明の時代（グランドデザイン策定の大前提） 

 🔹「ＤＸ」は、２１世紀の黒船🚢である。 

   〔１６８年前、文明開化維新の黒船に匹敵〕 

 🔸文明開化⇒封建社会から“近代化社会”へ 

 🔹ＤＸ開化⇒縦割りの「壁」に横ぐしを入れる“「データ」文明社会”へ 

ⅰ人類の目指す目標 

👉Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０（６．０）⇔量子コンピューター５Ｇ（６Ｇ）｛人知を遥かに超える 

「ビッグデータ」に、全て頼る世界を目指している。 

ⅱ デジタル日本一を目指す熊本県の目標 

👉経済（各産業成長、利益、雇用）・福祉（災害対策、医療、介護、健康、文化、

観光）が発展する状況判断は、全て安全に安心して「データ」で行う社会の構築。 



p. 6 

 

〔４〕 「横ぐし」を入れる方策 

🔸組織リーダーの方々の、「ＤＸは２１世紀の黒船🚢」という新たな文明的価値観への 

根本的変革が『基盤』。リーダーはその基盤に結び付けて、組織内のみんなが納得し

「自ら改革意欲」を持たせるように「賢明な工夫」が要る。 

🔸過去３０年間、コンサルタント・コーチをして来た者の多くの経験知を活かす必要あり。 

👉組織リーダーの「ＤＸをヤル気」と、組織内メンバーの「ＤＸは自分たちにも大きなプラスになる」という、納得

に掛っている。👉そうした、経験知（実例でリアルに説得する）を活用しかない。 

🔸単なる理屈やデジタルによる技術的手法だけでは、「横ぐし」は入れられない。 

〔風土形成が重要〕 

🔹必須条件（その１） 役立つデータを勇んで公表する企業が競争に勝つ。 

🔹必須条件（その２） データ利活用公開⇔行政・民間の積極協調によるＤＸ推進が「要」。 



p. 7 

 

〔５〕 データ評価管理の重要性 

 🔹ＤＸは、試行錯誤の上で完成されていく。 

  ⇒その成果を判断するには、データを集約した上、協力した県

民と企業に正確に内容を知らせることを、忘れたら意味無し。 

 🔹前提条件 

  ⅰ 明確に「ＤＸ予算」を策定し、議会の承認を得ること。 

  ⅱ ＤＸに協力する産業界・学界などにも「ＤＸ予算」を明示して

貰うこと。 

  ⅲ 「ⅰ」「ⅱ」の使用結果を、データにより集約し、それを評価

する客観的な組織が必要。 

  ⅳ 以上が「ＤＸくまもと創生会議」の成果と評価に繋がる。  



p. 8 

 

〔参考ストーリー図〕   

ＤＸによる熊本県行政資源活用の輝く未来像 

※地方自治体➭「デジタル・ガバメント構想」👉大きな政府への危惧？ 

※ＤＸくまもと➭〔官民共創する知事主導の健全な地方政府を構想〕⇦蒲島知事の思い 

※適格・有効なオンライン化・データ化を生むために➭<議会の協力でＤＸ予算確保>           

🔹［余裕資源］👈「人力」からＩＣＴ・ＡＩ全活用で「億万倍のデータ力」へ

🔶熊本行政職員がデーター化対応可能人へ➭３年後の余裕に期待 

行政職員の熊本に尽くす熱い思い➭🔃⇦全職員へＤＸ教育の徹底実施が必要＆重要 

🔸有益で楽しい企業・民間ＤＸ推進マネジャー隊編成が未来像 

🔹大目標➭《県市町村財政の大幅黒字化》☜試行錯誤で確保！ 



第2回DXくまもと創生会議

2021年 3月 17日

東海大学 山田清志





【出典】経団連
採用と大学教育の未来に関する
産学協議会・報告書
Society 5.0に向けた大学教育と
採用に関する考え方



【出典】経団連
採用と大学教育

の未来に関する産
学協議会・報告書

Society 5.0に向
けた大学教育と採
用に関する考え方



大学としてのDXの推進：東海大学

教育機関として、DXの中心には、「学生」「学習意欲がある社会人」

学習

学習データ
学習方法のデータ

学習結果の
検証

学習に有効な
データの再構成

学習者

教員

教員

学習の課題を
データとして
集積

教育活動の検証：学習者への新しいサービスの検討

体験

新しい体験への
基礎データ

データ収集、モニタリング技術

データ統合、抽象化技術



2022年度 文理融合学部新設（熊本）

理系教育文系教育

デジタル技術を駆
使できる人材

人間教育を実践で
きる人材

文系要素的社会 理系要素的社会

Society 5.0で求められる次世代教育とは・・・ 文理分断からの脱却

融合的社会

地域社会で幅広く貢献できる人材の育成

東海大学 建学の理念：【文理融合】を創立者生誕の地「熊本」で具現化



STEAM高専

一般教養（1～5年）
英語＋第2外国語教育
デジタル人材育成教育1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

中学校

STEAMコース
(STEM＆Liberal Arts)

グローバル
ゲートウェイ
コース

東海大学
他国内大学

海外大学

コース選択（4年生）

東海大学

学園内推薦入学

大学
3年生

大学
4年生

●東海大学型STEAM高専イメージ

デジタル教育の充実・展開 STEAM高専構想

準学士取得

高校＋短大の内容を合わせた
５年間一貫教育

高校の学習指導要領に依らない
新たな教育方針

東海大学の理念を活かした文理
融合型＆STEM型教育

「望星学塾」を参考にした寮&
共同生活型教育

準学士まで取得による受験機会
の減少

ハワイ東海インターナショナル
カレッジも活用した外国語＆海
外文化教育

既存の高校教育・短大教育・高専教育とも異なる 新たな教育の形



グローカル・モニタリング・システム

2016年度：文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」選定

災害・環境変動監視を目的とした
グローカル・モニタリング・システム

構築による安全・安心な社会への貢献



Society 5.0 新たな価値の事例（農業）

【出典】https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/agriculture.html



DX農業への展開（案）

学習

学習データ
学習方法の
データ

学習結果
の検証

学習に有効な
データの再構成

蓄積データの有効利用

農業初心者むけ学習 生産者むけ学習 応用商品開発むけ学習

農業人材の育成 高品質生産物の生産 加工、応用商品の生産

数理・データサイエンス・AI教育基盤
全学の教育環境

バイオ、経営教育基盤
農学部、文理融合学部の教育環境

学習

学習データ
学習方法の
データ

学習結果
の検証

学習に有効な
データの再構成

学習

学習データ
学習方法の
データ

学習結果
の検証

学習に有効な
データの再構成



くまもと型DX農業への東海大学の寄与

・・・

地域農業の
ユニット化

多様な農家の
有機的な結合を促進し
強靱かつしなやかで
高い地域特性を有した
農業ユニットの構築

くまもと農業を牽引する、個性溢れる小規模農家

小規模農家A
・家族経営
・個性
・伝統的技術
・温もり
・モッコス
=こだわりの哲学

小規模農家B
・
・
・
・
・
・

小規模農家C
・
・
・
・
・
・

農家の個性を活かした技術の更なる向上

東海大学モニター農家

熊本県農業法人協会

課題抽出
実践研究

成果の応用

DX農業への展開

東海大学
農学部

文理融合学部

実装検証･発信の場
「臨空校舎」



2022年 新たな九州キャンパス

都市と農村を

そして空で全国と世界を

ひとつにつないで学ぶ

農学部

全国
23学部と

つながる

臨空校舎
総合的農学教育研究

阿蘇実習フィールド

農村地域型高度化実践教育

熊本校舎

基礎教養教育・異分野連携教育

クリエイティブ ワン

“CREATIVE-ONE”



2023年4月 農学部臨空キャンパス開設

臨空校舎
阿蘇くまもと空港の隣に

新校舎開設

講義教育（ラボワーク）と
実技教育（フィールドワーク）
がここでひとつにつながる！

以下の施設を完備
• 研究用農場
• 農産加工場
• 実習用農場
• 実習用温室
• 研究用温室
• 動物飼育エリア


